
【取組内容①】 学習内容の定着を確かめ、互いの学びを共有する工夫

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

【概要】
学習指導要領では振り返りの場面を重視し、生徒の学びの質を高め
ることが求められています。本校ではGoogle Workspaceのアプリ等
を用いて、生徒が自身の学びの過程や変容、学習内容の定着の度
合いを自覚できる場面を設定しています。

【使用するアプリ 等】
Googleスプレッドシート、Google Forms、Google ドキュメント等

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・生徒は、学習計画表(様式B-1参照)やスプレッド
シート、 Slides等に「何ができるようになったか」「どの 
ように学んだか」などを入力します。
・授業のねらいに応じて共同編集できるシートを利用
し、学んだことを生徒相互が参照できるようにします。
・Google Formsを活用することで回答状況がグラフ
化され、教師は指導の工夫改善に生かすことができ
ています。また、知識に関する内容は採点が自動化
されるため、校務の軽減につながっています。
・生徒は、多くの意見や考えに触れる機会が増えたこ
とで短時間で自分に必要な情報を選択したり、内

 容を把握したりする力が身に付いてきています。
・情報活用能力に長けた生徒は、一旦別のアプリで
 保存し、ファイル形式を統一して自分が学習しやす
いように工夫する様子も見られます。

共同編集した内容(右)を基
に、個人で振り返りを作成

道徳科の
振り返り


